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～講演のゆうべ～ 

中間市人権啓発推進中間市人権啓発推進 
シ ン ボ ル マ ー クシ ン ボ ル マ ー ク  
中間市人権啓発推進 
シ ン ボ ル マ ー ク  

入場無料

テテテテーーーーママママ
「「「「生生生生ききききるるるるこここことととととととと人人人人権権権権」」」」

講師　米倉
よねくら

斉加年
まさかね

さん
（俳優・演出家・絵本作家）

■プロフィール■
1934年福岡県生まれ。劇団民藝

みんげい

に入団し、映
画、テレビ、商業演劇と幅広く活躍。
また、絵本作家として、83年に出版した「お

となになれなかった弟たちに…」が、中学校１
年生の教科書に採用されています。
2000年に劇団民藝を退団し、現在フリーで活

躍中です。

と　き ７月12日（金）・午後６時20分～（受付５時50分～）
ところ なかまハーモニーホール・大ホール

街頭啓発を行います
市民のみなさんの理解を深めていただくために、同和

問題啓発のチラシなどを配ります。
と　き ７月２日（火）・午前10時30分～11時30分
ところ ショッパーズモールなかま周辺

●問合先 人権推進課1（２４４）１１１１内線１３５１



下
水
道
未
整
備
地
区
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

中
間
市
下
水
道
課
が
３
月
に
実
施
し
た
、
公
共
下
水
道
未
整
備

地
区
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
で
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯
数
　
１
、
１
４
０
世
帯
（
無
作
為
抽
出
）

●
回
答
世
帯
数
　
５
４
９
世
帯

●
回
　
答
　
率
　
48
％

0 20 40 60 80 100

早く　5年以内　10年以内　当分不要　不要

  70                                17    3   15     5

  50                                 11    3    8     4

  28                    5  2        13            8

  15                               2    1      4       1

  37                     6     7         17           5

  74                                          9   4  5 3

  23                             6          5      3   2

  27                        7            13           4

324                             63   25    78    32

小田ヶ浦・弥生
大辻・七重ほか

中尾2・3・4・中間

岩瀬・中央2

長津・中鶴4

中央1・4・5
扇ヶ浦2・中尾1

通谷・桜台・朝霧

土手ノ内

川西地区

全体・計

（63.6％ ）                                             (15.5％ ) (2.7％ ) (13.6％ ) (4.6％）

（65.8％ ）                                               (14.5％)  (3.9％) (0.5％) ( 5.3％）

（50.0％）                    （ 8.9％) (3.6％ ）（23.2 ％）      （14.3％）

（65.3％）                                         （ 8.7％ ) (4.3％) (17.4 ％) (4.3％）

（51.4％）                         （8.3％) ( 9.7％)        ( 23.6％)         (7.0％)

（77.9％）                                                            ( 9.5％) ( 4.2％)( 5.3％)(3.1％)

（59.0％）                                     （ 15.4 ％） （12.8％) (7.7％ ) (5.1％）

（52.9％）                            （13.7％）          （25.5％）      （7.9％）

（62.1％）                                      （ 12.1％) (4.8％)  (14.9％)  (6.1％)
％

0 20 40 60 80 100

小田ヶ浦・弥生
大辻・七重ほか

中尾2・3・4・中間

岩瀬・中央2

長津・中鶴4

中央1・4・5
扇ヶ浦2・中尾1

通谷・桜台・朝霧

土手ノ内

川西地区

全体・計

すぐ        2,3年以内      4,5年以内   当分しない   そのほか

  58                         15      6    9     15

  35                     13      4     7        13

  24                   4  1           17             3

    9             2           6                   5

  31              5    5        16             13

  69                                       12    3 5  4

  15                  9           4   1        9

  19           7     2     10                14

260                      67    25    71       76

(56.3％)                                     (14.6％ )  (5.8％) (8.7％)   (14.6％)

(48.6％)                              (18.1％ )    (5.6％) (9.7％)        (18.0％)

(49.0％)                       (8.2％ )(2.0％)          (34.7％)                (6.1％)

(40.9％)               (9.1％ )           (27.3％)                        (22.7％)

(44.3％)                 (7.1％ ) (7.1％)      (22.9％)               (18.6％)

(74.2％)                                                           (12.9％ ) (3.2％) (5.4％) (4.3％)

(39.5％)                      (23.7％ )         (10.5％) (2.6％)    (23.7％)

(36.5％)           (13.5％ ) (3.9％)  (19.2％)                      (26.9％)

(52.1％)                               (13.5％ ) (5.0％)   (14.2％)       (15.2％)
％

回答世帯主の年代別回答率は20歳代６％、30歳代16％、40歳代17％、50歳代13％、60代18％、
70歳代17％、80歳以上13％という結果になりました。
平均世帯数は2.9人ですが70歳以上は２人以下となっています。
回答世帯の居住形態を見ると持家が83％、借家が14％、公営住宅が３％でした。

お住まいの地区には
下水道はいつ整備してほしいですか

お住まいの地区に下水道が整備されたら
水洗便所に切り替えますか

経済的理由
119（48％）

総数247

建替・引っ越し
　15（6％）

現状で満足
87（35％）

その他
26（11％）

すぐに水洗便所に
切り替えられない理由は何ですか

水洗便所にしたい
   213（30％）

浄化槽維持費
87（12％）

川の汚れ
85（12％）

なし
89（13％）

総数706

汲み取りで
不衛生
101（14％）

溝、水路の汚れ
131（19％）

下水道が整備されていない現在、どんなこと
に困っていたり、不快感を覚えたりしますか

公 共 下 水 道 計 画 図
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（複数回答）



今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
代
表
的

な
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
水
洗
化
工
事
費
■

宅
地
内
の
排
水
設
備
工
事
（
水

洗
化
工
事
）
の
費
用
は
、
家
や
宅

地
の
形
態
や
大
き
さ
、
台
所
、
風

呂
、
便
所
な
ど
の
配
置
な
ど
で
異

な
り
ま
す
が
、
中
間
市
の
平
均
で

は
約
50
万
円
で
す
。

平
均
的
な
内
訳
は
、
便
器
な
ど

器
具
に
20
万
円
、
便
所
の
水
洗
化

の
た
め
の
改
造
費
に
８
万
円
、
配

管
工
事
に
17
万
円
、
そ
の
ほ
か
雑

工
事
に
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

意
外
と
便
器
な
ど
の
器
具
に
大

き
な
お
金
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
高
価
な
便
器
な
ど
を

使
用
す
る
と
費
用
が
か
さ
み
ま
す
。

配
管
工
事
は
、
埋
設
場
所
が
土

の
場
合
、
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り
約

６
、
５
０
０
円
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

だ
と
約
１
３
、
０
０
０
円
で
す
。

ま
た
、
水
洗
化
業
者
に
つ
い
て

は
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
工
事
は

市
の
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
市
が
指
定
し
て
い
る
工
事
店

は
111
社
で
、
下
水
道
課
窓
口
に
一

覧
表
を
置
い
て
い
ま
す
。

■
受
益
者
負
担
金
■

お
宅
の
前
の
道
路
に
下
水
道
管

が
整
備
さ
れ
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
に
、
下
水

道
工
事
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
制
度
が
、
受
益
者
負
担
金

制
度
で
す
。

下
水
道
の
建
設
に
は
莫
大
な
費

用
が
必
要
で
、
国
の
補
助
金
、
起

債
（
長
期
借
入
金
）、
市
費
と
、

こ
の
受
益
者
負
担
金
（
全
財
源
の

５
％
程
度
）が
財
源
と
な
り
ま
す
。

賦
課
さ
れ
る
金
額
は
所
有
地
の

１
平
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
て
500
円

で
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
翌
年

の
４
月
に
一
度
だ
け
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
土
地
が
農
地
な
ど
の

場
合
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
徴

収
を
猶
予
し
ま
す
。
ま
た
、
公
共

目
的
の
用
地
や
、
墓
地
、
ガ
ケ
地

な
ど
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
土

地
に
は
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

知知
りり
たた
いい
ここ
とと
にに
おお
答答
ええ
しし
まま
すす

■
下
水
道
使
用
料
■

水
洗
化
工
事
が
終
わ
っ
て
下
水

道
を
使
い
始
め
た
お
宅
に
は
、
毎

月
下
水
道
使
用
料
を
払
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
使
用
料
は
、

下
水
道
管
、
ポ
ン
プ
場
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
施
設
の
運
転
費
や
維

持
管
理
費
に
当
て
ら
れ
ま
す
。

使
用
料
は
水
道
の
使
用
量
で
算

定
し
ま
す
。
基
本
料
金
は
１
ヵ
月

に
つ
き
、
10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で

１
、
０
８
０
円
、
10
立
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
部
分
は
１
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
175
円
で
す
。
平
均
的

な
使
用
水
量
は
ひ
と
月
20
立
方
メ

ー
ト
ル
で
、こ
の
場
合
、下
水
道
料

金
は
約
３
、
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

■
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
■

水
洗
便
所
に
改
造
す
る
工
事
費

を
い
ち
ど
き
に
負
担
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
な
ど
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人
に
対
し
、
市
が

指
定
し
た
金
融
機
関
の
融
資
を
あ

っ
せ
ん
し
、
利
子
の
半
分
を
助
成

し
ま
す
。

融
資
額
は
１
世
帯
に
つ
き
10
万

円
か
ら
60
万
円
ま
で
で
、
36
ヵ
月

以
内
の
分
割
払
い
と
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
整
備
さ
れ
た
区

域
で
は
、
約
１
万
人
が
利
用
（
平

成
14
年
３
月
末
の
普
及
率
20
％
）

で
き
ま
す
。
ま
た
、
中
鶴
地
区
と

曙
地
区
で
は
、
地
域
下
水
道
に
よ

り
約
６
、
０
０
０
人
が
下
水
道
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
毎
年
約
２
、
０
０
０

人
へ
の
普
及
を
目
指
し
て
、
下
水

道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
下
流
か
ら
整
備
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
整
備
が
す
ん
だ

地
区
や
幹
線
に
近
い
区
域
か
ら
順

に
、
整
備
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
中
間
市
全
域
に
下
水
道
が

整
備
さ
れ
る
に
は
、
今
後
約
20
年

か
か
る
予
定
で
す
。

一
般
的
に
下
水
道
工
事
は
、
約

20
〜
30
メ
ー
ト
ル
ず
つ
堀
っ
て
下

水
管
を
布
設
し
、
埋
め
戻
し
た
後

に
次
の
区
間
の
掘
削
に
移
っ
て
い

き
ま
す
。

こ
の
一
つ
の
区
間
の
工
事
に
約

２
週
間
か
か
り
、
こ
の
間
は
車
の

出
入
り
が
で
き
ま
せ
ん
。
近
く
に

空
き
地
が
あ
れ
ば
、
借
地
し
て
仮

駐
車
場
と
し
て
準
備
し
ま
す
。

ゴ
ミ
出
し
や
、
汲
み
取
り
な
ど

は
、
工
事
期
間
中
で
あ
っ
て
も
支

障
が
な
い
よ
う
に
、
工
事
業
者
で

調
整
し
ま
す
。

工
事
の
前
に
、
関
係
す
る
地
元

の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
説
明
会
を

開
い
て
、
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

各
世
帯
の
費
用
負
担
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の

下
水
道
整
備
の

進
み
具
合
を
教
え
て

工
事
期
間
中
は

暮
ら
し
に
影
響
が
出
る
の

悪質な訪問営業にご注意！
最近、下水道課の職員を装ったり、

市から依頼されたように見せかけた
りして、「パイプが詰まりかけている。
配管が悪い」などと言って、簡単な
掃除で高額な費用を要求するケース
が多く報告されています。
宅地内の下水道の管は、下水がス

ムーズに流れるようにできています。
また、水洗化工事が終わったら、下
水道課職員がすべて検査しています。
したがって普通は下水管の掃除をし
なくても大丈夫です。
不審に思ったときは、職員証の提

示を求めたり、下水道課に電話する
などして確認してください。

●下水道に関するおたずねは…
下水道課（市役所別館３階）
1（２４４）１１１１
内線２３１１～２３１４

１日も早い普及を目指す下水道工事

下水道課職員による関係住民への説明会
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４

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
　
　
時

７
月
10
日
（
水
）
・
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
　
所

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
相
談
内
容

家
庭
・
相
続
・
登
記

・
戸
籍
・
金
銭
・
い
じ
め
・
不
登

校
の
人
権
問
題
な
ど

●
問

合

先

社
会
福
祉
課
社
会
係

1（
２
４
４
）
１
１
１
１
内
線
１
１

８
３

消
防
法
で
は
、
収
容
人
数
が
30
人

以
上
と
な
る
旅
館
、
病
院
、
店
舗
、

飲
食
店
な
ど
の
建
物
お
よ
び
50
人
以

上
と
な
る
工
場
、
学
校
、
事
務
所
な

ど
の
建
物
に
は
、
防
火
管
理
者
を
置

く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
格
取
得
に
は
、
講
習
会
を
２
日

間
と
も
受
講
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
日
　
　
時

７
月
30
日
（
火
）、
31

日
（
水
）
・
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

●
場
　
　
所

中
間
市
消
防
署

※
車
を
利
用
す
る
人
は
、
河
川
敷
駐

車
場
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

７
月
１
日
（
月
）
〜
７

月
26
日
（
金
）

●
定
　
　
員

50
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
受

講

料

４
、
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
、
申
請
料
を
含
む
）

※
欠
席
の
場
合
、
返
還
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
所
定
の

事
項
を
記
入
し
、
写
真
２
枚
（
縦

３
㎝
×
横
2.5
㎝
・
裏
面
に
氏
名
記

入
）
を
添
え
て
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

●
問

合

先

中
間
市
消
防
署
指
導

係
1（
２
４
５
）
０
９
０
１

中
間
市
消
防
署
で
は
、
市
内
に
在

住
す
る
人
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て

い
る
人
を
対
象
に
、
普
通
救
命
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

大
切
な
命
を
救
う
知
識
や
技
術

を
、
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
講
習
日
時

７
月
24
日
（
水
）
・

午
前
９
時
〜
正
午

●
定
員
・
受
講
料

20
人
・
無
料

●
講
習
会
場

中
間
市
消
防
署

●
申
込
方
法

７
月
10
日
以
降
に
、

消
防
署
に
来
署
の
う
え
、
申
込
書

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

●
間

合

先

中
間
市
消
防
署
救
急

救
助
係
1（
２
４
５
）
０
９
０
１

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

●
開

催

日

〇
第
一
種
…
機
械
系
統
（
消
火
設
備

な
ど
）８
月
28
日（
水
）〜
30
日（
金
）

〇
第
二
種
…
電
気
系
統
（
警
報
設
備

な
ど
）９
月
４
日（
水
）〜
６
日（
金
）

●
申
込
期
間

７
月
２
日
（
火
）
〜
８

月
２
日
（
金
）

消
防
設
備
点
検
資
格
者
再
講
習

●
開

催

日

〇
第
一
種
…
８
月
１
日
（
木
）

〇
第
二
種
…
８
月
２
日
（
金
）

●
申
込
期
間

７
月
２
日
（
火
）
〜
19

日
（
金
）

●
講
習
場
所

福
岡
市
民
防
災
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
一

丁
目
３
‐
３
）

●
申
込
方
法

申
請
書
を
（
財
）
福

岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会
（
〒
８

１
０
‐
０
０
７
３
福
岡
市
中
央
区

舞
鶴
三
丁
目
１
‐
10
・
セ
レ
ス
赤

坂
門
ビ
ル
）
に
お
持
ち
に
な
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
『
講
習
の
手
引
き
』
は
中
間
市
消

防
署
に
あ
り
ま
す
。

●
問

合

先

中
間
市
消
防
署
予
防

係
1（
２
４
５
）
０
９
０
１

人
権
相
談
所
を
特
設

〜
消
防
設
備
点
検
資
格
者
〜

各
種
講
習
会
を
開
催

〜
甲
種
防
火
管
理
者
〜

資
格
取
得
講
習
会

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

‐
人
工
呼
吸
法
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
な
ど
‐

介護者の集いを開催
「介護保険制度では、介護を受ける人の

サービスばかりで介護者のためのサービス
はほとんどないですね。この時間この場所
に行けば介護者同士で話ができる場所があ
ったらいいな」という介護者の声をもとに、
介護者の集いを開催します。
「ちょっとそこまで」という気持ちで、

気軽にご参加ください。（参加は無料です）
●日　　時 ７月30日（火）・午後１時30分
～（２時間程度）
●場　　所 保健センター・和室
●内　　容 健康相談、簡単な健康チェック
（血圧測定、尿検査）、レクリエーション
（手遊び）、茶話会も行います。
※当日は、介護を支えるなかまの会の会員
も参加します。
●問 合 先
保健センター1（２４６）１６１１

夏だ！楽しもう 長津祇園山笠まつり
夏の風物詩。今年も長津町内を山笠が練り歩く、長津祇園山笠ま

つりが開催されます。
楽しいイベントも盛りだくさんです。みんなで思いっきり、まつ

りを楽しみましょう。
●日　　時 ７月13日（土）・午後２時～９時
●場　　所 イベント広場（長津二丁目・堀川近く）
●内　　容 〇山笠（午後２時～須賀神社まで）、〇かき氷・綿菓子・
金魚すくい（午後４時～）、〇目玉商品（午後５時～）、〇もちまき
（午後５時30分～）、〇ビンゴ大会（午後８時～）
※お子さんの山笠台上がりの
写真を無料で撮影します（対
象３歳～10歳・先着20人）。
※当日、午後５時から９時ま
で、イベント広場～昭和町交
差点の間は、歩行者天国にな
ります。
●問 合 先 実行委員会
山本宅1（２４５）１６８６

中間市の環境保全実行計画
市では今年の３月に、環境保全実行計画を

策定し、地球温暖化の要因である温室効果ガ
ス（二酸化炭素が対象）排出量を、平成18年
度までに６％削減する目標を立てています。
現在、市内の公共施設では、計画にしたが

って、事業者・消費者の立場から環境保全に
配慮した行動に取り組んでいます。
●問 合 先 環境生活課環境係1（２４４）１
１１１内線２１２７



排
水
設
備
工
事
の
施
工
が
で
き
る

指
定
工
事
店
と
な
る
に
は
、
こ
の
資

格
を
持
っ
た
人
が
一
人
以
上
必
要
で

す
。受

験
を
希
望
す
る
人
は
、
こ
の
期

間
中
に
申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
試

験

日

10
月
13
日
（
日
）

●
試

験

地

北
九
州
市
・
福
岡
市

・
久
留
米
市
・
飯
塚
市

●
受
験
講
習
会

９
月
中
旬
〜

●
講
習
会
場

北
九
州
市
・
福
岡
市

・
久
留
米
市
・
飯
塚
市

●
受
付
期
間

７
月
４
日
（
木
）
〜
７

月
18
日
（
木
）

●
申
込
書
配
布
・
受
付
・
問
合
先

下
水
道
課
下
水
道
２
係
（
市
役
所

別
館
３
階
）
1（
２
４
４
）
１
１
１

１
内
線
２
３
１
３

●
受
験
申
込
書
配
布
期
間

７
月
８
日（
月
）〜
８
月
２
日（
金
）

●
受
験
申
込
書
配
布
場
所

（
財
）
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ

ー
本
部
・
北
九
州
事
務
所
、
福
岡

県
建
築
都
市
部
指
導
課
、
お
よ
び

各
土
木
事
務
所
建
築
指
導
課

●
申
込
受
付
期
間

７
月
29
日（
月
）〜
８
月
２
日（
金
）

●
申
込
受
付
場
所

Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
４
階
・
第
１
会
議
室

（
小
倉
北
区
浅
野
二
丁
目
14
‐
１
）

●
試

験

日

10
月
20
日
（
日
）

●
問

合

先

（
財
）
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

1
０
９
２
（
７
３
７
）
８
０
１
３

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の

自
立
促
進
の
た
め
、
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

■
パ
ソ
コ
ン（
表
計
算
）講
習
会
■

●
開
催
場
所

全
教
研
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
（
宗
像
市
ア
ス
テ
ィ
１
‐
７
）

●
期
間
・
内
容

８
月
20
日
（
火
）

〜
９
月
20
日
（
金
）
の
、
平
日
・

土
曜
（
夜
間
）
21
日
間
お
よ
び

土
・
日
曜
（
昼
間
）
４
日
間
の
計

25
日
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
（
表
計
算
）

「
エ
ク
セ
ル
」
を
３
級
検
定
受
検

ま
で
指
導
し
ま
す

■
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
プ
ロ
）

「
ワ
ー
ド
」
講
習
会
■

●
開
催
場
所

女
性
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ク
ス
（
飯
塚
市
飯
塚
14
‐
67
・
イ
イ

ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

●
期
間
・
内
容

８
月
19
日
（
月
）

〜
９
月
19
日
（
木
）
ま
で
の
平

日
・
土
曜
（
夜
間
）
26
日
間
お
よ

び
土
・
日
曜
（
昼
間
）
３
日
間
の

計
29
日
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー

プ
ロ
）「
ワ
ー
ド
」
を
２
級
検
定
受

検
ま
で
指
導
し
ま
す

い
ず
れ
も

●
受
講
資
格

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
知

識
が
あ
り
、
文
書
入
力
が
で
き
る

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦

●
受

講

料

無
料
（
教
材
諸
費
お

よ
び
検
定
料
１
２
、
０
０
０
円
は

自
己
負
担
）

●
定
　
　
員

20
人

●
託
　
　
児

有

●
申
込
締
切

７
月
22
日
（
月
）
必
着

●
申
込
方
法

市
役
所
社
会
福
祉
課

お
よ
び
県
福
祉
事
務
所
地
域
福
祉

課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記

入
の
う
え
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
（
〒
８
１
６
‐

０
８
０
４
春
日
市
原
町
三
丁
目

１
‐
７
・
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）
1
０
９
２
（
５
８
４
）

３
９
２
２

こ
の
試
験
は
、
防
衛
庁
の
職
員
と

し
て
、
一
般
の
事
務
ま
た
は
技
術
的

な
業
務
に
従
事
す
る
係
員
な
ど
を
採

用
す
る
試
験
で
す
。

●
受
験
資
格

昭
和
56
年
４
月
２
日

〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
試
験
区
分

一
般
事
務
、
電
気
、

機
械
、
土
木
、
建
築

※
申
込
は
、
い
ず
れ
か
１
区
分
に
限

り
ま
す
。

●
受
付
期
間

７
月
８
日
（
月
）
〜
７

月
24
日
（
水
）

●
第
１
次
試
験
日

９
月
29
日（
日
）

●
受
験
案
内
請
求
・
問
合
先

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課

人
事
係
（
〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

５

〜
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
の
た
め
の
〜

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目

10
‐
７
）
1
０
９
２
（
４
７
２
）

２
３
２
１

家
庭
菜
園
の
基
礎
講
座

土
づ
く
り
か
ら
収
穫
ま
で
指
導

し
ま
す
。

●
日
　
　
程

８
月
17
日
、
24
日
、

31
日
、
９
月
14
日
、
28
日
、
10
月

12
日
、
26
日
、
11
月
９
日
、
30
日

の
土
曜
日
・
計
９
回
予
定

暮
ら
し
の
中
の
食
文
化
講
座

家
庭
で
で
き
る
ジ
ャ
ム
や
パ
ン

づ
く
り
な
ど
食
品
加
工
を
指
導
し

ま
す
。

●
日
　
　
程

８
月
17
日
、
24
日
、

９
月
７
日
、
14
日
、
28
日
、
10
月

５
日
、
12
日
の
土
曜
日
・
計
７
回

予
定

い
ず
れ
も

●
定
　
　
員

20
人
程
度

●
参

加

費

３
、
０
０
０
円

●
申
込
締
切

７
月
20
日
（
土
）

●
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希

望
講
座
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い

●
問

合

先

福
岡
県
立
遠
賀
高
等
学
校
内
「
学

び
の
森
」
担
当
・
大
坪
修
三
（
〒

８
１
１
‐
４
３
３
２
遠
賀
町
大
字

上
別
府
２
１
１
０
）

1（
２
９
３
）
１
２
２
５

5（
２
９
３
）
４
３
１
４

‐
福
岡
県
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
‐

試
験
お
よ
び
講
習
会

防
衛
庁
職
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

‐
高
校
卒
業
程
度
‐

〜
宅
地
・
建
物
取
引
〜

主
任
者
資
格
試
験

遠
賀
高
校
体
験
学
級

「
学
び
の
森
」募
集

夏の間市職員はノーネクタイに
～環境保全の取り組みを展開中です～

中間市では、環境保全対策のために「環境保全実行
計画」を推進しています。
その取り組みの一つとして、庁舎での夏場の空調機

の冷房温度を、高めに設定します。
これにあわせて、６月１日から９月30日までの間、

職員がネクタイを着用しない服装で執務を行う「ノー
ネクタイ期間」とします。
また、５月からすでに、毎週水曜日を「ノーカーデ

ー」と定めています。市内居住の職員は徒歩や自転車
での通勤を奨励し、市外居住の職員も公共交通機関の
利用などをすすめています。
中間市は、今後とも環境に配慮した取り組みを推進

していきます。
みなさんも、あらためて環境や限られた資源のこと

を考えてみませんか。
●問 合 先 総務課人事給与係1（２４４）１１１１

内線１２１３



６

市
民
課
　
年
金
係
　
1（
2
4
4
）1
1
1
1
内
線
1
1
2
６

金

国
民
年

こ
の
運
動
は
献
血
の
重
要
性
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
今
後
も
「
成
分
献

血
」、「
400
ml
献
血
」
へ
の
理
解
と
協

力
を
求
め
る
も
の
で
す
。

■
第
36
回
福
岡
県
献
血
運
動
推
進
大
会
■

●
日
　
　
時

７
月
26
日
（
金
）
・
午

後
１
時
開
式

●
場
　
　
所

春
日
市
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー

●
問

合

先

社
会
福
祉
課
社
会
係

1（
２
４
４
）
１
１
１
１
内
線
１
１

８
３

●
実
施
日
・
出
発
地
・
見
学
先

〇
８
月
６
日
（
火
）
・
午
前
９
時
・

福
岡
発
・
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ

ー
内
水
面
研
究
所
、
農
業
総
合
試

験
場
果
樹
苗
木
分
場

〇
８
月
８
日
（
木
）
・
午
前
９
時
・

飯
塚
発
・
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ

ー
、
青
少
年
科
学
館

〇
８
月
21
日
（
水
）
・
午
前
９
時
・

久
留
米
発
・
動
物
管
理
セ
ン
タ

ー
、
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

〇
８
月
26
日
（
月
）
・
午
前
９
時
・

小
倉
発
・
消
防
学
校
、
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー

●
応
募
資
格

県
内
在
住
の
小
学

生
と
保
護
者
（
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
保
護
者
は
一
人
に
限
り
ま

す
）

●
募
集
人
数

各
45
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し

ま
す
。

●
参

加

費

無
料
（
昼
食
は
各
自

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
日
を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い

※
１
枚
の
は
が
き
で
３
人
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
外
の
お

子
さ
ん
の
同
伴
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

７
月
26
日
（
金
）
・

必
着

●
応
募
・
問
合
先

福
岡
県
県
民
情

報
広
報
課
広
聴
係
（
〒
８
１
２
‐

８
５
７
７
・
所
在
地
記
入
不
要
）

1
０
９
２
（
６
４
３
）
３
１
０
３

福
岡
県
立
直
方
聾ろ
う

学
校
で
は
、

今
年
度
も
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
対

象

者

聴
覚
障
害
に
よ
る
聞

こ
え
や
こ
と
ば
の
発
達
で
困
っ
て

い
る
お
子
さ
ん
（
対
象
年
齢
０
歳

〜
15
歳
）
並
び
に
そ
の
保
護
者
や

関
係
者

●
受
付
・
相
談
日

月
曜
日
〜
金
曜

日
・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
事
前
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問

合

先

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校

1
０
９
４
９
（
２
６
）
５
３
５
１

5
０
９
４
９
（
２
６
）
４
６
０
１

●
対

象

者

九
州
各
県
の
教
育
関

係
者
、
施
設
関
係
者
、
地
域
住
民

並
び
に
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

●
日
　
　
時

７
月
21
日
（
日
）
・

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
20
分

●
会
　
　
場

福
岡
県
立
小
倉
聾
学

校
（
小
倉
北
区
三
郎
丸
二
丁
目

９
‐
１
）

●
内
　
　
容

公
開
授
業
、講
演
会
、

分
科
会

●
参

加

費

500
円
（
資
料
代
）

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
立
小
倉
聾
学
校

1（
９
２
１
）
３
６
０
０

5（
９
３
１
）
９
９
０
４

『
近
く
て
近
く
の
国
』
韓
国
の
韓

国
語
を
、
み
な
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
　
時

７
月
11
日
〜
８
月
29

日
の
毎
週
木
曜
日
（
７
回
）
・
午

後
７
時
〜
９
時

●
場
　
　
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
講
　
　
師

李り

昇
鎭

す
ん
じ
ん

さ
ん

●
対

象

者

30
歳
未
満
の
勤
労
青

少
年

●
定
　
　
員

20
人

●
申
込
・
問
合
先

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
1（
２
４
５
）
３
５
１
１

‐
言
語
活
動
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
‐

聴
覚
活
用
夏
期
研
修
講
座

〜
全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す
〜

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

〜
県
政
バ
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
号
〜

夏
休
み
親
子
教
室
を
開
催

こ
の
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
や
、
第
三
号
被
保
険

者
の
届
出
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
市
区
町
村
が
扱
っ
て
い

た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
国
が
直
接

収
納
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
収
納
は
現
年
度
分
・
過

年
度
分
と
も
、
国
の
機
関
で
あ
る
社

会
保
険
事
務
所
が
担
当
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
全
国
の
社
会
保
険

事
務
所
の
ほ
か
、
全
国
の
銀
行
、

郵
便
局
、
農
・
漁
協
、
信
用
組
合
、

信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
な
ど
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

た
だ
し
、
市
区
町
村
の
窓
口
で

は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

市
区
町
村
の
窓
口
で
行
っ
て
い

た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
の

第
三
号
被
保
険
者
（
第
二
号
被
保
険

者
の
被
扶
養
配
偶
者
）
の
各
種
の
届

出
は
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
の

届
出
と
一
緒
に
、
配
偶
者
の
勤
め

先
の
事
業
主
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま

す
。
届
出
漏
れ
が
な
く
な
り
、
手

続
き
も
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の

次
の
届
出
な
ど
は
、
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
市
区
町
村
の
窓
口
で
行

い
ま
す
。

【
被
保
険
者
資
格
関
係
】

①
取
得
・
喪
失
・
種
別
変
更
の
届
出

②
住
所
や
氏
名
の
変
更
な
ど
の
届
出

【
保
険
料
関
係
】

①
付
加
保
険
料
の
申
出
や
届
出

②
法
定
免
除
の
届
出

③
申
請
免
除
や
学
生
納
付
特
例
の

承
認
申
請

【
給
付
関
係
】

①
第
一
号
被
保
険
者
期
間
の
み
の

人
の
裁
定
請
求

②
20
歳
前
か
ら
の
障
害
の
あ
る
人

の
障
害
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求

③
老
齢
福
祉
年
金
の
届
出

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
の
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
国
民
年
金
の
事
務
が
変
わ
り
ま
し
た

●
保
険
料
の
納
付
は
…

●
第
３
号
被
保
険
者
の

届
出
は
…

市
区
町
村
の
窓
口
で
は
…

聴
覚
障
害
者
の
教
育
相
談

初
級
韓
国
語
講
座



７

5月の住民基本台帳から

のうごき
■人口　48,825人 （－49）

男　22,954人 （－31）

女　25,871人 （－18）

■世帯数 19,183    （＋20）

（ ）内は前月比

■出生　29人■死亡　45人

■転入 137人■転出 170人

4月 累計
件　　数　 36件 140件
死　　者 1人 2人
負 傷 者 46人 171人

交通事故発生状況（ ）

人人
5月　累計

件　　　数　　3件 12件
建 物 火 災 3件 9件
林 野 火 災 0件 1件
車 両 火 災 0件 1件
その他火災　　0件 1件

１月
～12月

１月
～12月

人人火火災災火災発生件数（ ）

世
帯

●
対

象

者

〇
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込

を
し
て
い
る
人
で
、
雇
用
保
険

の
受
給
資
格
者
で
な
い
人

〇
非
自
発
的
理
由
に
よ
る
離
職
後

２
年
以
内
の
人
、
30
歳
以
上
60

歳
未
満
の
人

●
定
員
・
受
講
料

30
人
・
無
料

●
訓
練
期
間

８
月
５
日
〜
平
成
15

年
１
月
28
日

●
申
込
方
法

７
月
１
日
〜
24
日
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
は
た
に
申
込

1（
６
２
２
）
５
５
６
６

※
受
講
手
当
と
し
て
訓
練
受
講
１

日
あ
た
り
６
、
５
０
０
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
訓
練
場
所
・
問
合
先
（
有
）
サ

ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
オ
ン
ガ

（
遠
賀
町
大
字
浅
木
９
８
４
‐
２
）

1（
２
９
３
）
９
２
０
０

指
輪
や
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
を
、

ビ
ー
ズ
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
　
時

７
月
５
日
、
19
日
、

８
月
２
日
、
16
日
、
30
日
の
５

回
・
午
後
７
時
〜
９
時

●
場
　
　
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
対

象

者

30
歳
未
満
の
勤
労
青

少
年

●
定
　
　
員

30
人

●
講
　
　
師

植
村
寿
美
さ
ん

●
受

講

料

無
料

●
材

料

代

１
回
に
つ
き
１
、
５
０
０
円
程
度

●
持
っ
て
く
る
も
の

は
さ
み
、

セ
ロ
テ
ー
プ

●
申
込
・
問
合
先

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
1（
２
４
５
）
３
５
１
１

来
春
入
隊
・
入
校
予
定
の
自
衛
官

採
用
試
験
に
つ
い
て
、
係
員
が
個
別

に
説
明
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

７
月
14
日
（
日
）
・

午
後
２
時
〜
７
時
の
う
ち
随
時

●
場
　
　
所

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

●
内
　
　
容

自
衛
隊
全
般
お
よ
び

各
募
集
種
目
別
説
明
、
ビ
デ
オ
放

映
●
対

象

者

本
人
ま
た
は
保
護
者

※
就
職
・
進
学
の
別
な
く
、
ど
う
ぞ

●
問

合

先

芦
屋
募
集
事
務
所

1（
２
２
３
）
０
９
８
１
内
線
３
４
８

●
日
　
　
時

７
月
２
日
（
火
）
〜
25

日
（
木
）
・
毎
週
火
、
木
、
土
曜

日
・
午
後
２
時
〜
４
時
・
計
10
回

●
対

象

者

18
歳
以
上
の
一
般
男
女（
若
干
名
）

●
受

講

料

２
、
５
０
０
円
（
傷
害

保
険
料
含
む
。
受
講
当
日
徴
収
し

ま
す
）

※
靴
下
か
足
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

７
月
１
日
（
月
）

●
申

込

先

生
涯
学
習
課
社
会
体

育
係
1（
２
４
４
）
１
１
１
１
内
線

１
３
４
４

●
問

合

先

仰
木
宅
1（
２
４
５
）

０
６
５
０

土
砂
の
埋
立
て
な
ど
に
よ
る
災
害

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

「
福
岡
県
土
砂
埋
立
て
等
に
よ
る
災

害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

が
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
建
設
残
土
な
ど
を

搬
入
し
、
３
、
０
０
０
g
を
超
え
る

土
砂
の
埋
立
て
な
ど
を
行
う
場
合
に

は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

●
問

合

先

八
幡
農
林
事
務
所
林

務
課
普
及
係
1（
６
０
１
）
５
５
６
７

険
シリーズ

保

健

110

民

康

国健
康
増
進
課
　
国
保
医
療
係
1（
2
4
4
）
1
1
1
1
内
線
1
1
5
2

あなたは保険証を
２枚（国保・社保）持っていませんか？
最近、社会保険などの

医療保険制度に加入して、
その手続きが大幅に遅れ
ていることが、多く見受
けられます。
世帯主は自分の世帯の被保険者に異動があっ

たときは、必ず14日以内に届出をしなければな
りません。
手続きが遅れたために保険税や医療給付など

で不利益を受けることがないよう、早めに手続
きを済ませてください。
職場の医療保険（社会保険・共済組合・船員

保険など）に加入している人および生活保護を
受けている人以外は、すべて国保に加入しなけ
ればなりません。必ず届出が必要です。
※老人保健該当者で、加入している医療保険に
変更があったときも、必ず届け出てください。

今年も中間山笠が走ります
～大人も子どもも引き手を募集中～

一昨年、市内で31年
ぶりに復活した山笠。
今年も、勇壮な姿がま
ちを駆け巡ります。
〇７月12日（金）・午
後５時～10時、中鶴一
区、中鶴二丁目、昭和

町町内会、なかまハーモニーホール
〇７月13日（土）と14日（日）・午前10時～午後10時
なかまハーモニーホール周辺の行進と展示

●引き手募集 ７月14日・午前10時～正午に、
いっしょに山笠を引いてくれる、地域のみな
さんを募集しています。希望者はハーモニー
ホール駐車場にお集まりください。
※小学生以下は、保護者同伴でご参加くださ
い。夜間のイルミネーションもあります。
●問合先 山下携帯1０９０（１３６９）７１７３

自
衛
隊
説
明
会
を
開
催

弓
道
教
室
の
参
加
者
を
募
集

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
座

〜
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
〜

土
砂
埋
立
て
な
ど
災
害
の

発
生
の
防
止
条
例
が
施
行

‐
医
療
事
務
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｏ
Ａ
科
‐

受
講
生
を
募
集

６月10日発行の生涯学習総合情報紙まなべる３ページに掲載しました、
屋島庭球場の記事で、「あなたに、ぴったりな庭」となっていたのは、「あな
たに、ぴったりな庭球場ですよ。」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

お詫びと訂正



日 曜 家庭記入欄

※　行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

行　　　　事　　　　予　　　　定
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● 公 共 施 設 問 合 先 ●

中 央 公 民 館1（246）2321
東 部 出 張 所1（246）1110
市 民 図 書 館1（245）4664
歴史民俗資料館1（245）4665
シルバー人材センター1（246）4528
なかまハーモニーホール1（245）8000
体育文化センター1（246）2800

勤労青少年ホーム1（245）3511
働 く 婦 人の家1（246）0483
ハピネスなかま1（245）8686
社会福祉協議会1（244）1230
サンクエストなかま1（246）4316
保 健 セ ンター1（246）1611
親子広場リンク1（244）0742

８

７月の納税
●固 定 資 産 税（2期）
●国民健康保険税（2期）

月
火
水

木
金
土

日
月
火
水

木

金
土
日
月
火
水
木

金

土
日
月
火
水

木

金
土
日
月
火
水

1
2
3

4
5
6

７
8
9
10

11

12
13
14
15
16
17
18

19

20
21
22
23
24

25

26
27
28
29
30
31

●同和問題街頭啓発 ショッパーズモールなかま周辺　（10:30～）
●市公連館長会 中央公民館　（14:00～）
●１歳６ヵ月児健診 保健センター　（受付13:15～13:45）
●レインボー広場 ひまわり保育園・遊戯室　（10:00～15:00）

●心配ごと相談（弁護士） ハピネスなかま　（15:00～17:00）
●行政相談 ハピネスなかま　（15:00～17:00）
●こすもす保育園夏まつり こすもす保育園　（19:00～）
●ひまわり保育園夏まつり ひまわり保育園　（19:00～）
●３団体合同七夕会 親子ひろばリンク　（10:00～12:00）
●中間市農業委員会委員選挙投票日 農事センター　（7:00～20:00）
●わんぱく広場と育児相談 保健センター　（受付9:30～10:00）
●母子健康手帳交付 保健センター　（9:30～11:30）
●下水道相談 市役所別館３階・ロビー　（13:00～16:00）
●税の相談 ハピネスなかま（13:30～16:00）
●特設人権相談 ハピネスなかま　（13:30～15:30）
●消費生活相談 ハピネスなかま　（10:00～12:00）
●４ヵ月児健診 保健センター　（受付13:15～13:45）
●社会保険事務所年金相談 市役所別館地階・第１会議室　（10:00～15:00）
●教育相談 市役所３階・教科書展示室　（9:00～16:00）
●交通事故相談 ハピネスなかま　（10:00～15:00）
●民生・児童委員協議会 市役所３階・第2、３会議室　（14:00～）
●人権・みんなの幸せを願う集い なかまハーモニーホール　（18:20～20:00）
●第10回中間市少年の主張大会 中央公民館・講堂　（13:30～）

●３歳児健診 保健センター　（受付13:15～13:45）
●レインボー広場 ひまわり保育園・遊戯室　（10:00～15:00）
●母子健康手帳交付および母親学級 保健センター　（14:00～16:00）
●心配ごと相談（弁護士） ハピネスなかま　（15:00～17:00）
●行政相談 ハピネスなかま　（15:00～17:00）
海の日　●響灘沿岸の漂流物展（20日～８月31日） 歴史民俗資料館　（10:00～18:00）

●わんぱく広場と育児相談 保健センター　（受付9:30～10:00）
●ツベルクリン反応検査 保健センター　（受付13:00～14:00）
●献血 市役所玄関前　（11:00～13:00、14:00～16:00）
●７ヵ月児健診 保健センター　（受付13:15～13:45）
●社会保険事務所年金相談 東部出張所　（10:00～15:00）
●教育相談 市役所３階・教科書展示室　（9:00～16:00）
●市民普通救命講習会 消防署　（9:00～12:00）
●70歳到達者・老人医療受給者証交付 市役所３階・第３会議室　（10:00～11:00）
●70歳到達者・老人医療受給者証交付 保健センター　（14:00～15:00）
●住宅相談・鉱害相談 市役所別館２階・建築課　（10:00～12:00）
●ツベルクリン判定・ＢＣＧ接種 保健センター　（受付13:00～14:00）
●健康相談 保健センター　（13:30～15:30）
●心配ごと相談 ハピネスなかま　（15:00～17:00）

●甲種防火管理者資格取得講習会（30日～31日） 消防署　（9:00～16:30）
●４ヵ月児健診 保健センター　（受付13:15～13:45）

環境美化の日


